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秀

憲

道
元
禅
師
の
北
越
入
山
後

の
動
静
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
大
仏
寺
が

建
立
さ
れ

る
ま
で
は
、
吉
峯
寺
と
禅
師
峯
と
の
間
を
往
来
し
て
い
た
と

さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し

て
、
中
世
古
祥
道
氏

は
、
『
正
法
眼
蔵
』

の
奥
書
を
整
理
し
、
『正
法
眼
蔵
』
の
示
衆
と
侍
者
位

に
あ

っ
て
禅
師

に
常
随
し
て
い
た
懐
婁
の
書
写
の
年
月
日
と
場
所
と
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ
り
、
先
ず
禅
師
は
吉
峯
寺
に
入
ら
れ
、
十

一
月
半
ば
よ
り
翌
年
正

月
上
旬
ま
で
を
禅
師
峯
で
過
さ
れ
、
そ
の
後
ま
た
吉
峯
寺

へ
戻
ら
れ
た

と
の
説
を
発
表
さ
れ
た

(『道
元
禅
師
伝
研
究
』
三
六
三
-
三
六
八
頁
)
。
筆

者
も

「『
正
法
眼
蔵
』
撰
述

示
衆
年

代
考
」
(『駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究

紀
要
』
第
三
九
号
)
に
お
い
て
、
中
世
古
説
に
賛
同
し
た
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
禅
師
峯
と
吉
峯
寺
と
の
間
を
頻
繁
に
往
来
し
て
い
た
と
す
る

従
来
の
説
が
、
ま
だ
支
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
多
く

の
写
本
に
当
れ
ば
当
る
ほ
ど
、
そ
の
奥
書

の
記
述
内
容
が
余
り
に
も
異

な
り
、
示
衆

の
場
所
が
両
寺
の
間
を
交
錯
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で

あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
『永
平
正
法
眼
蔵
媒蒐
書
大
成
』
所
収

の
三
二
本

(第
一
-
一
〇

・
二
四
・
二
五
巻
の

『
正
法
眼
蔵
』
写
本
、
及
び
第

一
五
-
二

三
巻
の
弁
註

・
那

一
宝
・
参
註

・
傍
註

・
祖
山
本

<巻
目
列
次
>
・
秘
砂
・
傍

訓
)
の
奥
書
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
越
入
山
後

一
年
間

の
道
元

禅
師
の
動
静
を
、
改
め
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

次
頁
の
表
は
、
道
元
禅
師

の

『
正
法
眼
蔵
』

の
示
衆
と
、
懐
奨
の
書

写
を
、
諸
本
の
記
す
ま
ま
、
年
次
に
排
列
し
た

も

の
で
あ

る
。
(

)

内
は
写
本
等
の
数
、
或
い
は
略
称
で
あ
る
。

<

>
は
こ
の
部
分

を
欠

く
本
も
あ
る
こ
と
を
、
〔

〕
は
理
解
の
便
を
考
え
て
の
筆
者
の
補
い
、

※
は
奥
書

に
誤
り
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

三
界
唯
心

奥
書
に
は
、
示
衆
場
所
を
禅
師
峯
頭
と
す
る
も
の
と
、

吉
峯
頭
と
す
る
も

の
の
二
種
が
あ
る
が
、
吉
峯
頭
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
第
二

に
、
二
日
後
に
は
吉
峯
寺
院
主
房
に
て
、
常
に
禅

師
に
随
身
し
て
い
た
懐
奨
が

「栢
樹
子
」
の
書

写
を
行

っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
第
二
に
、
「
栢
樹
子
」
二

穎
明
珠
」

の
書
写
場
所
が
吉
峯
寺

院
主
房
と
明
記
さ
れ
て
い
る

の
は
、
示
衆
場
所

(興
聖
寺
)
と
は
異

な

る
か
ら
で
、

こ
れ
ら
と
同
じ
場
所
で
の
書
写
と
考
え
ら
れ
る

「
三
界
唯

心
」
の
書
写
奥
書
に
、
院
主
房
と
の
み
あ
っ
て
吉
峯
寺
の
名
が
冠
せ
ら

道

元
禅
師

の
入
越
後

の
動
静
 
(
伊

藤
)
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月 日 示衆/書 写 場 所

寛元元年(7月 以前 で, 吉峯寺 での示衆 とす る ものは, 誤 りであるので表か ら省 く)

閏7.1三 界(29) 禅 師峯頭(17) 禅寺峯頭(1) 吉峯頭(10) 峯頭(1)

3 栢樹(10) 吉峯寺院主 房

23 一穎(18) 吉峯寺院主 房

25三 界(7)院 主坊(4)院 主房(3)

9. 16仏 道(29)吉 峯寺(28)吉 峯(1)

20密 語(27)吉 峯古精舎(19)吉 峯精舎(3)吉 峯寺(5)

24嗣 書(16)吉 峯古寺草庵

26※ 仏道(玉 潭)吉 峯寺

9. -諸 法(26)吉 峯寺(18)吉 峯 山(6)吉 峯精舎(2)

9. -仏 経(20)吉 峯寺(18)吉 峯古寺(1)吉 峯(1)

10. 2無 情(29)吉 峯古寺(24)吉 峯寺(5)

15無 情(10)(場 所不記)

16密 語(秘 蜜)同 〔吉峯 古〕精 舎侍 司

20面 授(28)吉 峯精舎

20洗 面(15)吉 峯 寺(12)吉 峯精 舎(3)

20別 洗面(10)吉 峯精舎

21※ 洗面(大 乗 ・秘砂)吉 峯寺

23嗣 書(校 合)(秘 蜜)(越 州)

23※ 洗面(玉 潭)吉 峯精舎

23仏 道(秘 蜜)(場 所不記)

28※ 無情(玉 潭)吉 峯古寺

10. -法 性(29)吉 峯精舎(17)吉 峯古精舎(11)吉 峯古寺(1)

11.6梅 華(27)吉 峯寺(17)吉 嶺寺(10)

13十 方(26)吉 峯精舎

11. -坐 儀(24)吉 峯精 舎

11.-坐 箴(6)吉 ・峯精舎

是歳 説 心(29)吉 峯寺(26)吉 峯(2)吉 峯古寺(1)

〃 陀羅(29)吉 峯精舎(25)吉 峯寺(3)吉 峯古寺(1)

〃 ※優曇(玉 潭)吉 峯精藍

11. 19見 仏(29)禅 師峯 山(26)禅 師峯(2)禅 師峯下(1)

20※ 面授(長 見)吉 峯精舎

20※ 遍参(秘 沙)禅 師峯下茅庵

23※ 遍参(傍 訓)禅 師峯下茅庵

27遍 参(28)禅 師峯下茅庵(26)※ 吉峯下之芝庵(長 見 ・傍註)

12,3※ 坐 箴(永 沢 ・弁註)吉 峯精舎

5※ 龍吟(玉 潭)禅 師峯下

17眼 晴(28)禅 師峯<之>下

17家 常(27)禅 師峯下(26)禅 師峯(1)

25龍 吟(28)禅 師峯(16)禅 師峯 下(12)
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25※ 三昧(玉 潭)吉 峯精舎

27※ 家常(玉潭 ・他2本)禅 師峯 下

27※ 祖 師(玉 潭)越 宇深 山裏

27遍 参(11)同 〔禅 師峯下茅〕庵<之>侍 者 寮(9)※ 同 〔吉 峯 下

之茅〕庵侍 者寮(長 見 ・傍註)

28※ 発無(玉 潭)吉 峯精 舎

28眼 晴(9)同 〔禅師〕峯 下侍 者寮(6)当 山侍 司寮裏(3)

29※ 眼晴(玉 潭)禅 師峰下

12. -※ 諸法(弁 註)吉 峯寺

12. -※ 発菩(指 月 ・玉潭)吉 峯 精舎

12. -※ 分法(玉 潭)吉 峯精 舎

寛 元二年

1. 1家 常(9)<同>〔 禅 師〕峯下侍 者寮(7)侍 司寮(2)

11説 心(秘 蜜)〔 吉峯〕寺侍 者寮下

13陀 羅(9)吉<峯>庵 下侍 司寮(8)吉 峯庵下侍者寮(1)

20坐 儀(妙 昌)吉 峯庵侍 者寮

20授 記(10)吉 峯寺侍<者>寮

27大 悟(15)吉 峯古寺(13)吉 ・峯寺(2)

27※ 大悟(8)吉 峯精舎堂奥(4)吉 峯精舎(4)

27空 華(9)吉 峯寺侍 者寮

2. 1※ 神通(永 沢)観 音導 利興聖 宝林寺

1神 通(9)吉 峯侍 者寮

4祖 師(27)(越 宇, 越州)深 山裏<峯>(吉 峯寺 と考 える)

12優 曇(25)吉 峯精藍(12)吉 峯精舎(6)吉 峯精舎藍(6)

峯精舎藍(1)

14発 無(28)吉 峯精舎(27)峯 精舎(1)

14発 菩(9)吉 峯精舎

15如 来(23)吉 峯精 舎

15三 昧(28)吉 峯精舎(27)吉 峯古寺(秘 蜜)

15三 昧(秘 蜜)同 〔吉〕峯下侍 者寮

16※ 安居(正 徳 ・永徳)吉 峯精舎

18※ 自証(3)吉 峯精舎

24分 法(27)吉 峯精舎

24※ 転法(昌 伝)吉 峯精 舎

27転 法(27)吉 峯精舎

28自 証(13)吉 峯精 舎

29自 証(12)吉 峯精舎

3. 1転 法(秘 蜜)同 〔吉峯〕精舎侍者寮

3葛 藤(10)吉 峯寺<之>侍 司<寮>(9)吉 祥寺侍司(1)

6※ 大修(玉 潭)吉 峯古精舎

道
元
禅
師
の
入
越
後
の
動
静
 
(伊

藤
)
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9大 修(27)吉 峯古精舎(20)吉 峯精舎(7)

9※ 虚空(玉 潭)大 仏寺

9分 法(6)同 〔吉〕峯下侍 司

13大 修(秘 蜜)同 〔吉峯〕精舎侍者寮

20大 悟(10)吉 峯精舎堂 奥

21 摩詞(12)吉 峯精 舎侍 司(8)吉 峯精舎侍者寮(3)吉 峯精舎(1)

4.12自 証(秘 蜜)吉 峯下侍 者寮

14※ 鉢孟 玉潭)大 仏精舎

5.(12古 仏(11)吉 峯庵下侍司<寮>

14仏 祖(秘 蜜)吉 峯寺侍 司

6.3山 水(秘 蜜)吉 峯寺侍司

7※ 面授(宝 慶)吉 峯精 舎

7面 授(秘 蜜)吉 峯精舎侍者寮

是歳 春 秋(26)(越 宇)山 奥(越 宇深 山裏 と同じで, 吉峯寺 と考 える)

10.16見 仏(8)大 仏寺侍者寮

12.3光 明(10)大 仏寺侍 司

寛元 三年(こ の歳 に, 吉峯寺 での示衆 とす る ものは, 誤 りであるので表か ら省 く)

3. 6虚 空(26)大 仏寺

12鉢 孟(28)大 仏精舎

6. 13安 居(25)大 仏寺

れ
て
い
な
い
の
は
、
示
衆
と
書
写

と
が
同

じ
所

(吉
峯
寺
)
で
行
な
わ

れ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
峯
頭
が

「峯
の
上
、
山
頭
の
ほ

と
り
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
禅
師
峯
の
方

は
、
「
見
仏
」
に
禅
師
峯
山
と
す
る
他
は
禅
師
峯
下

と
あ
り
、
禅
師
峯

の
麓
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
『
建
衡
記
』
の

「平

フ
モ
ト

泉
寺

麓

禅
師
峯
ト
中

ス
所

ニ
テ
…
」
(瑞
長
本
)
と
も

一
致
す
る
。

一

方
吉
峯
寺
は
、
吉
峯

<古
>
寺

・
吉
峯

<古
>
精
舎

・
吉
峯
庵
と
あ
る
。

書
写
奥
書
に
同
峯
下
侍
者
寮

・
吉
峯
下
侍
者
寮

と
あ
る
が
、
示
衆
奥
書

と
対
照
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
れ
ら
は
吉
峯
精
舎
下
の
意
味
で

あ

っ
て
、
峯
の
麓
の
意
味
で
は
な

い
。
む
し

ろ
、
『三
大
尊
行
状
記
』

義
介
伝
の

「
寛
元

々
年
冬
、
殊
雪
深
、

八
町
曲

坂
担
二料
桶
一供
三
一時

粥
飯
ご

と
い
う
記
述
か
ら
し
て
、
八
町

(約
八
七
〇
m
)
ほ
ど
曲
り
坂

を
登

っ
た
と
こ
ろ
に
吉
峯
・寺
は
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
点
よ

り
、
最
初
に
入
ら
れ
た
の
は
禅
師
峯
で
は
な
く

吉
峯
寺

で
あ

り
、
「
三

界
唯
心
」
は
そ
こ
で
示
衆
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

仏
教

安
居

神
通

虚
空

鉢
孟

十
方

如
来
全
身

密
語

こ
れ
ら
の
巻
は
、
左
記
の
示
衆
日
と
場
所
と
を
記
す
奥
書
を
も

っ
が
、

下
に
示
す
よ
う
に
、
史
実
と
照
合
す
れ
ば
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。

仁
治
三
年

九
月

仏
経

(
10
)

吉
峯
寺

寛
元
元
年

二
月
一
六
日
安
居

(
2
)

吉
峯
寺

興
聖
寺
時
代

二
年

二
月

一
日
神
通

(永
沢
)

興
聖
寺

三
月

九
日
虚
空

(
玉
潭
)

大
仏
寺

四
月

一
四
日
鉢
孟

(
玉
潭
)

大
仏
寺

吉
峯
寺
時
代

-218-



三
年

八
月
二
四
日
十
方

(
玉
潭
)

吉
峯
寺

一
〇
月

一
五
日
如
来

(
玉
潭

・
傍
訓
)
吉
峯
寺

二
〇
日
密
語

(
玉
潭
)

吉
峯
寺

大
仏
寺
時
代

な
お
、

「安
居
」
の
永
平
寺
正
徳
四
年
本

・
永
徳
寺

本
は
、
寛

元
二

年
の
二
月

一
六
日
示
衆
と
す
る
が
、
諸
本
は
寛
元
三
年
六
月

一
三
日
で

あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
採
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
「
神
通
」
は
、
仁

治
二
年

一
一
月

一
六
日
興
聖
寺
で
示
衆
さ
れ
て
お
り
、
懐
斐
書
写
目
と

混
同
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
玉
潭
本
の

奥
書
は
誤
り
が
多
く
、
信
愚
性
の
低
い
も
の
で
あ
る
。

仏
道

洗
面

無
情
説
法

優
雲
華

龍
吟

三
昧
王
三
昧

家
常

祖
師
西
来
意

発
無
上
心

発
菩
提
心

眼
晴

三
十
七
品
菩
提
分

法

大
修
行

以
上
は
、
玉
潭
本
、
或
い
は
そ
れ
と
他
の
一
・
二
本

の
み
異
な

っ
た
示
衆
日
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
誤
写
や
誤
り
で

あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
「発
無
心
上
」
(「西
国
高
祖
日
…
」)
は
玉
潭
本
の
み

が
、
「
発
菩
提
心
」
(「お
ほ
よ
そ
、
心
三
種
あ
り
…
」)
は
玉
潭
本
と
他

の

一
本
の
み
が
特
異
な
示
衆
日
で
、
他
は
寛
元
二
年
二
月

一
四
日
で
あ
る

か
ら
、

こ
の
日
を
採
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
玉
潭
本
は

「
眼
晴
」

を
寛
元
元
年

一
二
月
二
九
日
示
衆
と
す
る
が
、
前
日
同
巻
の
書
写
が
行

な
わ
れ

て
い
る
か
ら
誤
り
で
あ
る
。

面
授

遍
参

坐
禅
箴

諸
法
実
相

転
法
輪

「
面
授
」
は
長
見

寺
本
と
宝
慶
寺
本
、

「遍
参
」
は
秘
紗
と
傍
訓
、
「坐
禅
箴
」
は
弁
註
と

永
沢
寺
本
、
「諸
法
実
相
」
は
弁
註
、
「
転
法
輪
」
は
昌
伝
寺
本
の
み
が

特
異
な
示
衆
日
の
奥
書
を
も
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
、
玉
潭
本
の
場
合

と
同
様
、
誤
り
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

な

お
、
「
面
授
」

の
宝
慶

寺
本
が
寛
元
二
年
六
月
七
日
示
衆
と
す
る
の
は
、
秘
密
本
に
寛
元
元
年

一
〇
月
二
〇

日
示
衆
、
同
二
年
六
月
七
日
懐
斐
書
写
の
奥
書
が
あ
る
か

ら
、
懐
奨
書
写
日
を
示
衆

日
と
誤

っ
た
も

の

で
あ

る
。
ま
た
、
「遍

参
」

の
長
見
寺
本

・
傍
註
に
吉
峯
下
之
茅
庵
と
あ
る
の
は
、
他
本
が
記

す
よ
う
に
、
禅
師
峯
下
茅
庵
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

大
悟

拙
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
寛
元
二
年

一
月
二
七
日
書
写
は
、

同
日
の
示
衆
の
奥
書
と
、
三
月
二
〇
日
吉
峯
精
舎
堂
奥
に
お
け
る
書
写

の
奥
書
と
を
混
同
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
三
月
二
〇
日
が
正
し
い
。

自
証
三
昧

寛
元
二
年
二
月

一
八
日
と
す
る
も
の
が
三
本
、

二
八
日

が

一
三
本
、
二
九
日
が

一
二
本
あ
る
。

一
八
日
は
二
八
日
の
誤
写
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
二
八
日
か
二
九
日
か
は
決
定

し
難
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
吉
峯
寺
で
の
示
衆
で
あ
る
。

以
上
、
『
正
法
眼
蔵
』
諸
写
本
等
の
奥
書
を
見
て
き
た
が
、
表

か
ら

※
を
付
け
た
誤

っ
た
奥
書
を
も

つ
も
の
を
除
け
ば
、
道
元
禅
師
は
、
北

越
入
山
後

一
一
月
半
ば
ま
で
は
吉
峯
寺
に
、
そ

の
後
翌
年

一
月
上
旬
ま

で
禅
師
峯
に
い
て
、
再
び
吉
峯
寺

へ
戻
ら
れ
た

こ
と
は
明
ら
か

で
あ

り
、
二
寺
の
間
を
頻
繁
に
往
来
し
て
い
た
と
す

る
従
来
の
説
は
、
奥
書

を
整
理
検
討
し
な
か

っ
た
た
め
で
、
誤
り
で
あ

る
と
言
え
る
。

(駒
沢
大
学
講
師
)

道
元
禅
師
の
入
越
後
の
動
静
 (伊

藤
)
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